
No.1

対象年度：1・2期生　女：10名　　合計：10名　（1期生5名、2期生5名）

施設　 総先数：8
卒業生 総先数：10　　回答数：9　　回答率：90.0　%

1．本学卒業生について　　回答数7（無回答2）
評価基準
　評価4　　そう思う 評価3　ややそう思う　
　評価1　　全く思わない

1) 看護学の基礎的な理論をもとに、対象を理解できる 2）対象の健康課題を分析し、問題点を明らかにできる
評価4 5 評価4 5
評価3 2 評価3 2
評価2 0 評価2 0
評価1 0 評価1 0

3）対象に合わせた看護を実践している 　　　　　　　 4）科学的根拠を理解し、看護援助を実施している
評価4 3 評価4 3
評価3 4 評価3 4
評価2 0 評価2 0
評価1 0 評価1 0

5）看護の対象と適切な関係を形成している 　　　　　　　 6）チーム医療の重要性を認識し、多職種等と連携している
評価4 6 評価4 2
評価3 1 評価3 3
評価2 0 評価2 2
評価1 0 評価1 0

7）対象の人権を尊重し、擁護する倫理観がある 　　　　　　　　8）自ら疑問をもち、問題解決に向けて努力できる
評価4 4 評価4 3
評価3 2 評価3 3
評価2 1 評価2 1
評価1 0 評価1 0

9）人的・物理的・経済的な資源を調整できる 10）専門職として自己研鑽している
評価4 1 評価4 4
評価3 4 評価3 2
評価2 1 評価2 1
評価1 1 評価1 0

11）専門職としての将来の目標を持っている 12）自己の看護観を形成し、他者を表現できる
評価4 4 評価4 2
評価3 2 評価3 4
評価2 1 評価2 1
評価1 0 評価1 0

13）当該の卒業生は、貴施設に対し貢献している
評価4 4
評価3 1
評価2 1
評価1 1

評価2　あまり思わない

青森中央学院大学卒業生（別科助産専攻）に関するアンケート集計結果【施設用】（令和4年8月発送分）
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No.2

青森中央学院大学卒業生（別科助産専攻）に関するアンケート集計結果【施設用】（令和4年8月発送分）

2-1．卒業生の職種
入職時　　保健師:0名　 助産師:7名　 看護師:1名　 准看護師:0名　 その他:0名　無回答1名　合計:9名
現在　 　　保健師:0名　 助産師:5名　 看護師:0名　 准看護師:0名　 その他:4名　無回答:0名　合計:9名

2-2．退職時期
2020.3:1名　　2020.12:1名　　2021.6:1名　　2022.3:1名　　合計:4名

2-2．退職理由 ：
家庭の事情：0名　　健康上の理由：0名　　進学：0名　　その他:1名（帰省し結婚の予定:1名　)

2-3．卒業生について、お気づきの点等
・
・
・

・
・

2-4．本調査について、お気づきの点
・ 特になし。

勉強熱心で人柄も良くスタッフ関係も良好そうでありましたが、新人教育として助産からではなく看護業務からのスタートとなり思うよ
うに助産経験を積むことが出来ないと感じた様です。当院を去られたことはとても残念ですが、次の病院で更にがんばっておられると
思います。

自分の目標を明確に持ち業務にのぞんでいる。このまま、継続してほしい。
令和2年7月から産前休暇、令和3年10月より職場復帰。

基礎的な知識は習得出来ています。
一年間での退職だったのでその後の事が気がかりです。
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